
計画相談支援給付費等に係る基本報酬、加算等のチェック強化について（お知らせ） 

 

平成３０年４月制度改正・報酬改定への対応として、国保連合会によるシステムの追加改修が行

われる予定です。これにより、平成３０年１１月請求（１０月サービス提供分）から、国保連合会

による一次審査のチェックにおいて機能が強化されます。 

これまでエラーもしくは警告の対象でなかった請求内容についても、今後新たにエラー・警告等

の対象となりますのでご承知おきください。 

 

≪計画相談支援給付費等の主なチェック内容≫ 

・同月に併給できない加算の組み合わせが算定されていないか。⇒① 

・基本報酬がないと算定できない加算の請求時に、基本報酬が算定されているか。⇒② 

・初回加算の算定した月が、決定支給期間と同じ年月であるか。⇒③ 

 ・継続サービス利用支援費を算定した月が、受給者台帳のモニタリング対象月「あり」となっているか。⇒④ 

 

≪エラー、警告メッセージの一例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）エラー内容 「※：警告」、「▲：警告（重度）」、「★：警告（エラー移行対象）」、「記号無し：エラー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の対応について≫ 

１１月以降、仮審査・一次審査結果等においてエラー・警告の対象となった請求がある場合は、メッセージの

内容等を確認し、毎月の請求受付期間中に修正が可能な場合は、適宜正しい請求情報に修正してください。 

エラー・警告が発生している請求情報については、相模原市が行う二次審査において、返戻とする場合があり

ますのでご注意ください。 
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図：国保連合会と市町村の審査の範囲 


